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－背景と目的： 

 これまで、企業内でイノベーションを促進するため、知識創造理論に基づく空間設計やデザイン思考などの方法論を実
践してきた。しかし、新価値創造の場づくりや方法論だけでは既存の価値観、組織体制、評価制度で研究開発が実行さ
れている限り、既存の価値観を大きく変える新価値を創造することは困難である。従来のロジカル思考や課題解決型マ
ネジメントは、QCTといった評価軸での効率的なオペレーションには適している。一方、それだけでは、個々人の持つ多
様性や創造性が活かされなかったり、否定されるケースもあり、イノベーション創出の阻害に繋がっている。さらには、
個々人のモチベーション低下に繋がり、創造性・生産性に大きな弊害となる場合もある。 
 

 この現状を変革するには、デザイン思考などの方法論を教育するだけでなく、創造性を発揮しやすい組織の風土や文
化の醸成が重要である。そこで、2012年度に、既存の価値観や枠組みに捉われず、創造的に考え、論理的にまとめるこ
とのできる人財育成を目的に、「モノづくり」だけでなく「コトづくり」もできる実践的な創造性人財育成プログラム「コトづくり
塾」を構築し、次代を担う若手リーダー層を対象に自部署内（総合研究所 実験試作部）で実践した。 

－内容： 

 下図の通り、ワークショップ中心の教育プログラムを構築し、イノベ－ティブなアイディアを提案するだけでなく、その後
の実業務で実践する仕組みとなっている。本教育プログラムの効果測定は、教育実施後１ヶ月の時点（2013/3）で、発想
やマインドの変化、また、１年後（2014/2）に顕在化した行動変化について行った。発想・マインドの変化に関しては、
2013/3に東京大学で開催されたイノベーション教育学会 第１回年次大会にて発表した。 
 

 今回は、このマインド変化が、その後の行動に及ぼす影響に着目し、追跡調査を多面的（上司、本人、同僚、部下）に
実施した。調査が恣意的にならないよう、評価項目は、受講前後の行動変化のみの自由記述式とした。 
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1.教育Kick off： 背景と概要 
  狙い：教育の目的の明確化と期待 
 
         2.Storytelling ： テーマ：「自部署の将来に向けて」 ・・・・部次長 
           狙い：部次長の想いを伝え、将来構想のきっかけとする 
 

                  3.World Café ： テーマ：「自部署のありたい姿は?」  ・・・・小引 
                    狙い：対話を通じて気付きを共有化し、新たな気付きを得る 
 
                           ４．Design Thinking Lecture ： 新たな価値の創造へ 
                             狙い：新たな価値を創造するための方法論とマネジメントを理解する 
 
                                     ５．未来創造Workshop ： 《 ありたい未来の姿を描く 》 
                                       狙い： 2020年の「心から望むありたい未来」を想像し、7,8,9 に繋げる 
                                             敢えて2020年とすることで、現在の延長線からの発想を回避 
 
                                                  ６．東大i.school Workshop見学 
                                                    狙い： 具体的な事例から学ぶ 
 

                                                           ７．受講生による活動 ： Gr.としての将来像を構想（合宿） 
                                                             狙い：個々人の理想の未来像を相互に共有し部全体の将来像を構想する 
 
                                                                     ８．部の将来像のGr.提案とFeed back 
                                                                        狙い：提案し部次長と共有し対話を通じて共感的理解を深める 
 
                                                                              ９．Action Plan提案とFeed back 
                                                                                 狙い：将来像実現への具体的なシナリオ構築と 
                                                                                    各自取り組む実行計画を提案 
 
                                                                                          １０．業務への反映 
                                                                                             狙い：業務として実行 
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－結論：  
 本教育プログラムにより、１年前に確認されたマインド変化（主観評価）が、その後の行動変化（客観評価）に効果的に
繋がっていることが確認できた。このことより、本教育を継続的に実施していくことが、イノベーションの創出に相応しい組
織の文化や風土を醸成するアプローチの１つとして有効であると考えられる。 
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創造性人財育成プログラム「コトづくり塾」の実践による 
受講生のマインドおよび行動への影響 

背景 

 企業内でイノベーションを促進する為、既存の価値観や枠組みに捉われず、創造的に考え、論理的にまとめることのできる人財育成を目的に、「モノづくり」だけでなく「コトづくり」も
できる実践的な創造性人財育成プログラム「コトづくり塾」を構築し、次代を担う若手リーダー層を対象に、2012年度から自部署内（総合研究所 実験試作部）で実践している。 
 

 前回は、教育終了後1か月の時点で効果測定を行った結果について報告した（2013.3.22 イノベーション教育学会 第１回年次大会）。具体的には、イノベーションに必要な既存の
枠に捉われない発想や視点・視野の拡大に加え、主体性、自己組織化、多様性、チームワーク、ネットワーク、共創等、創造性を発揮するための重要なマインド変化が認められた。 
 

今回は、これらマインド変化が、その後の行動に及ぼす影響について1年後に追跡調査を多面的に実施した。その結果、各個人により程度の差はあるが共通して、事象を俯瞰的に
捉え、本質を洞察し、核心的な課題設定を行い、関係者を巻き込み、個々人の多様なアイディアを引き出し、全体最適解を創出するべく試行錯誤、実践していることが分かった。 
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◆ 目的 ： 自部署の将来を創造的に考え、論理的にまとめる人財を育成する。    

実施概要  

◆ 参加者属性 ： 若手リーダー層６名（内訳：実験担当者４名、試作担当者１名、設備担当者１名） 
             部長、次長 
             講師、ファシリテーター（小引） 
             事務局 

◆ 場所 ： 会社教育ルーム、佐島マリーナ（合宿） 
◆ 時間 ： 教育期間 2012/7- 2013/2の10日間程度 

◆ テーマ ： 自部署の価値の革新（右図） 

今後の課題 

結果と考察 

◆ 効果測定の方法 ： アンケート（記述式）による多面評価 
 

 教育終了後、1年経過時点で、各受講生に対し、上司1名、本人1名、同僚リーダー1名、部下
2名を対象に、受講前後での行動面における変化に関し、アンケート調査を実施。 
 
 評価項目の影響を排除するため、評価項目を決めての選択回答方式は採用せず、以下の３
つの視点で、行動の変化分についてのみ、自由記述方式にて調査を実施した。 
 
 ①グループ運営に関わる行動変化、②人への対応の変化、③その他 
 
 

 効果分析は、アンケート記述内容から７つのキーワードを抽出し、該当者比率で測定。 

◆ 結果 
 

マインド変化が、その後の行動の変化に及ぼす影響（図１） 
  イノベーションに必要な、事象を俯瞰的な視点で捉え、その本質を洞察し、適切な課題設定、
関係者を巻き込み、積極的なコミュニケーションにより、全体最適解を創出する、といったプロセ
ス系、マネジメント系の行動変化において、上司評価と本人評価が完全に一致しており、83%
の効果が認められた。 
 
 一方、主体性・自律性の発揮や多様性・個の尊重、といったマインド系や現場での実践系に
関しては、本人評価が80%以上なのに対し、上司評価は67％とやや乖離があるものの、現場
で直接関わる部下からの評価は80%以上で本人評価に近い水準となっている。 
 
 また、部下の評価では、俯瞰的な視点で観察、本質の洞察と課題設定、全体最適化等のマ
ネジメント系項目で評価が50%で、本人評価の80%と乖離している。 
 
 同僚の評価は、直接関与しない全体最適化の評価のみ60%と本人評価の83%からの乖離
が認められるものの全般的に本人評価と良い一致をしている。 

発想・マインドの変化 該当者数 比率（％） 

既存の枠に捉われない発想 6 100.0 

発想の視点・視野の拡大 6 100.0 

本質の理解・洞察 3  50.0 

コラボレーション、共創 6 100.0 

主体性・自律性の発揮 5  83.3 

多様性、個の尊重 5  83.3 

◆ 考察 
 

  本教育プログラムは、イノベーションの方法論の習得よりも、 業務での実践を通じて、創造
性を発揮し易い組織の風土・文化の醸成を狙ったものである。本教育により、1年前に確認され

た発想・マインドの変化（表１）が、効果的にその後の行動変化となって現われていることが確
認できた（図１）。この教育を継続的に実践していくことで、一部、本人評価と上司や部下との評
価に乖離のある項目も、インクルージョンな組織に近づくにつれ、乖離が解消され、本質的に多
様性が活かされ、イノベーションの創出に相応しい組織が実現するものと期待される。 

表１．発想・マインドの変化 （ 2013/3アンケート結果、母数6 ） 

・さらなるプログラムの改善 
・創造性人財開発の継続 ⇒ 組織の風土・文化の醸成 
・組織の風土・文化の創造性評価 

Gr.提案 

インクルージョンな組織で、 
モノづくり革新 

◆ 実行 ： 実践期間 2013/2-2014/2の1年間 
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図１．行動の変化への効果 （各項目の該当者比率、％ ） 

2013/3 
実施済 

2014/2 
今回実施 

2014.3.11 イノベーション教育学会 
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